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本研究は，湿潤養生期間が膨張材を用いたコンクリートの膨張・収縮特性に及ぼす影響を明らかにするため，湿
潤養生期間を1，3，5，7日と変化させコンクリートの強度および耐久性を検討した。その結果，圧縮強度は膨張
材の有無に関わらず湿潤養生期間1日の場合，3日以上と比較して強度低下が著しく生じ，標準養生に対して
19～37%低下した。また，膨張材を用いたコンクリートの乾燥期間26週における長さ変化率（乾燥収縮
率）は，湿潤養生期間による差はなく，膨張材を用いないものと比べ，湿潤養生期間7日で12%程度，これに拘束
膨張率を合成した長さ変化率は，40%程度低減した。


